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1.は じめに

　昨年度に引き続き、「本学部が学術交流協定を締結 し

たシドニー大学看護学部の学生 との交流や、施設の見学

などを通 して、オ一ス トラリアの文化や医療、看護を知

り、国際的視野を養 う」 ことを目的に、平成15年 度 シド

ニー大学看護学部学生研修(以 下、学生研修)が 開催 さ

れた。

　平成15年 度の学生研修については、その実施要領の検

討、学生の募集 と参加学生の選考、旅行代理店の選定を

シドニー大学 との交流担当小委員会(委 員長:森 雅美教

授)で 検討 し、その後のシドニー大学看護学部 との調整

や、学生へのオリエンテーション、旅行代理店 との連絡

や調整、学生の事前学習等は同行 した委員を中心に進め、

直前のプレゼンテーションの準備にあたっての学生への

援助は同行教員2名 で行 つた。平成15年 度の研修には、

中嶋律子 シドニー大学との交流担当小委員会委員と尾崎

伊都子助手が同行 した。

2.学 生研修の概況

1)学 生の選考

　　平成15年 度は6名 の募集に対 し7名 の応募があった。

　シドニー大学との交流担当小委員会において1名 の増
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員について検討 した結果、増員は可能であろうと判断

されたため、応募学生に説明 した後、応募のあった7

名全員を参加学生として選考 した。その後辞退者 もな

く、平成15年 度は、2年 生3名(加 賀田聡子 ・加藤有

美 ・藤野泰平)、3年 生4名(佐 古真利乃 ・千田美咲

子 ・北條真依子 ・船戸千寿)の 計7名 が研修に参加 し

た。

2)事 前準備

出発前に、オース トラリアの医療や看護に関する事

前学習、 シドニー大学での学生 との交流会でのプ レゼ

ンテーションの準備、学生研修に関するオ リエンテ一

ションなどを、計6回 にわたって実施 した。事前学習

では、3回 にわたってオース トラリアの医療や看護に

ついて日本語で紹介された文献を基にオース トラリア

と日本の違いについても触れなが ら学習を進めた。交

流会でのプレゼンテーションの準備については、学生

が、選んだテ一マについて分担 して準備 し、それらを

持 ち寄 って調整するという形で進めたが、全体の調整

や英語に訳すことに時間を要 し、交流会前夜まで リハー

サルと微修正が続 くこととなった。参加学生が2学 年

にわたっていたため、時間割や実習のスケジュール等

が異なり、学生間での話 し合いの時間が十分に確保で

きなか つたことなどが原因 となっていた。

学生研修に関するオ リエンテーションに加え、出発

約1ヶ 月前に旅行代理店の担当者か ら、現地の気候や

治安の状況、旅行に向けて準備することなどについて

説明を受けた。7名 中4名 は今回が初めての海外旅行

であっ たため、旅行代理店の担当者からの説明を通 し

て旅行に関する情報を得ることがで き、具体的な準備

に取 りかかれたようである。しかし、オリエンテーショ

ンだけでは解決できない学生個々の疑問 もあり、それ

らについてはその都度対応 した。

3)シ ドニ ー大 学 看 護 学 部 で の 研 修

研 修 日程 と、 シ ドニ ー大 学 看 護 学 部 で の研 修 プ ロ グ

ラム は 表1と2に 示 した とお りで あ る。 初 日 に、 研 修

の オ リエ ンテ ー シ ョン と、 そ れ に 引 き続 いて オ ー ス ト



ラリアのヘルスケアシステムや看護などについて講義

を受け、2日 目から授業に参加 したり、病院を見学 し

た。事前学習が、初 日の講義の内容を理解するのに役

だっていた。

事前にシドニー大学側か ら初 日のオリエンテーショ

ンと講義、病院見学には通訳をつけて欲 しい旨が伝え

られた為、 この3回 には通訳者を依頼 した。通訳があ

ることで学生は正確かっ十分に理解できただけでなく、

積極的に質問 したり意見を述べたりできていた。

(1)授 業への参加

今回学生が参加 した授業科目は、昨年度 とは異なり、

全てシ ドニー大学看護学部2年 次に開講される新カリ

キュラムの科目であった。シドニ一大学看護学部では、

今回の参加学生が本学の2年 次と3年 次のカリキュラ

ムを修了 した学生であることは承知 していたが、シ ド

ニー大学看護学部が現在新カリキュラムへの移行期に

あり、改善される前のもの(3年 生、4年 生に開講さ

れる科 目)に 参加 してもらうことは望ましくないとい

う理由でこのようなプログラムが計画された。科目の

構成が本学 とは全 く異なっていたため、学生は、既習

の科 目というよりも、習ったことのある内容が出て く

るが少 し違う科目という印象を抱いていた。また、習っ

たことのある内容が少 しずつ含まれていたことが、英 、

語での授業を理解する助けになっていた。

授業への参加にあたっては、研修の約1ヶ 月半前に、

学生研修に計画されている科目の概要 と学生が参加す

る日の授業のシラバスが本学に届けられ、科 目の概要

とシラバスにリス トアップ されている参考文献を読ん

でくるようにという指 示があった。チュー トリアルが

3科 目あるので学生2～3名 に分かれて参加するよう

にということであったため、3グ ループに分かれ、そ

れぞれに自分の参加する科目を選んで科目概要を読ん

,で準備 して行ったところ、初日のオリエンテーション

で配布 された資料では、2～3名1グ ループに分かれ

て3科 目全てのチュー トリアルに参加することになっ

ていたというハプニングがあったが、それぞれに読ん

できた科 目概要を他の学生 に説明することで対応でき

ていた。 しかし参考文献 については、出発時に確認 し

たところ、全員の学生が読んでいないという状況であっ

た。その理由は、語学力、の問題から与えられた時間内

では科 目概要を読むのが精一杯だった、文献 リス トを

もとに自分で文献を集めて予習するということを理解

していなかつた、手渡 されたシラバスを文献 と勘違い

していた、などであった。科 目概要 とシラバスが届い

てか ら出発までの約1ヶ 月半の間には、後期期末試験

や1～2週 間の実習があり、時間的に十分なゆとりが

なか ったことも影響 していると考えられるが、学生達

は授業等で教員か ら与えられたものをこなすことが当

たり前となってお り、自分で準備するということに不

慣 れであったことも影響 していた。.

今回の研修では、学生が参加 した授業のほとんどが

チュー トリアル形式であった。 このチュー トリアルに

よる教育は、看護学部独自のものではなく、 シドニー

大学が大学全体で導入 している教育方法である。学生

は各科目、週1回 の講義と週1回 のチュー トリアルを

受講することになっている。チュー トリアルのグルー

プ数は学部や科目によって異なるが、看護学部では、

1週 間に同一科目で8グ ループのチュー トリアルを開

講 しているということであった。各チュー トリアルに

は約20名 の学生が配されてお り、今回の研修ではその

中に本学の学生2～3名 が加わるという状況であった

が、教員や他の学生が今取り組んでいる内容などを丁

寧に説明 して くれたお陰で、学生達は参加 しやすか っ

たようである。特に、交流会後のチュー トリアルでは、

交流会に参加 してくれた学生 と一緒になり、さらに参

加 しやすくなっていたようである。研修期間の早い時
ノ

期に交流会が開催されたことが功を奏 していた。

チュー トリアルでは、教員や学生か らその日のテー

マに関連 して日本の状況について質問を受ける場面が

あった。そのような時には説明するのに同行教員のサ

ポー トを要することもあったが、それ以外では、学生

達は自分たちで話し、積極的に参加していた。シドニー

大学看護学部の担当者からも、積極的に授業に参加し、

学生達 とも積極的に交流 していた点を評価されていた。

② 病 院 見 学

昨 年 度 と 同様 、Royal　 Prince　 Alfred　 Hospita1と

Royal　 North　 Shore　 Hospitalの2カ 所 を 見 学 した。

この2病 院 はそ れ ぞ れ 、 ニ ュ ー サ ウ ス ウ ェー ル ズ州 の

Area Health ServicesのMetropolitan & Greater S

y4ney地 区 を さ らに8分 割 した小 さな 地 区(図1)の

基 幹 病 院 で あ り、 ど ち ら も シ ドニ ー大 学 看 護 学 部 の実

習 や 、 そ の 他 の 実 習 や 研 修 を受 け入 れ て い る教 育 病 院

で あ る。 病 院 見 学 で は 、 そ れ ぞ れ の 病 院 で 、Nurse

Managerか らそ の病 院 の 概 要 や 看 護 につ い て説 明 を

受 けた後 、病 院 内 を見 学 した。 見 学 場 所 は、 学 生 の希

望 を踏 ま え な が ら、 そ の 時 に見 学 可 能 な状 況 に あ る場

所 が選 ば れ た。ICU、NICU、 移 植外 来 、 外 科 系病 棟 、

内科 系 病 棟 、 小 児 病 棟 な どを 見 学 した。 こ の病 院 見 学

時 の説 明 を理 解 す る上 で 、 初 日の オ ー ス トラ リア の へ,

ル ス ケ ア シス テ ム や看 護 に 関 す る講 義 が 役 だ って い た

よ うで あ る。



(3)交 流 会

研修2日 目の夕方 に交流会が開催 された。 シドニー

大学からは副学部長 はじめ学生や教員約20名 に参加 し

て頂いた。交流会では、本学の学生達 は日本の看護制

度や、名古屋市立大学について紹介するプレゼンテー

ションを行 った。参加学生達は自分たちのことと比較

しなが ら関心をもって聴いており、その後の交流でも

プレゼンテーションの内容をきっかけに会話が拡が り、

有意義な交流会 となった。プレゼンテーションをやり

遂げた達成感や、 シドニ一大学の学生達 と話す時間を

持てたことに対する満足感があり、交流会は学生達に

とって満足度の高い研修内容となっていた。講義やチュー

トリアルの際には、 シドニー大学の学生か ら説明 して

もらうことはあっても、自分たちか ら話 しかけること

ができず、「会話」をする機会が乏 しかっただけに、

交流会は今回の研修でも学生達にとって満足度の高い

時間となっていたと考えられる。また、3日 目以降の

チュー トリアルで交流会に参加 して くれた学生と一緒

になり、さらに交流を深めることができたようである。

3.学 生研修の成果

学生研修最終日にまとめを行 った。まず、学生個々

に1週 間の振り返りと、研修を通 して自分が変化 した

ことにつ いて記述 して もらい、その後、全員で今回の

学生研修についてディスカッションした。 ここで記述

された文章と帰国後に提出された研修への評価を、学



表4　 学生研修の成果
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生研修の成果を評価するための資料 として使用するこ

とについて学生の承諾を得た後、その内容について分

析をおこなった。なお、研修を通 して自分が変化 した

ことを記述 した文章の提出にあたっては無記名とした。

学生研修に対する学生の評価を表3に 示 した。学生

達はチュー トリアルなど初めての形態の授業に参加で

きたことや、講義とチュー トリアルという異なる形態

の授業に参加できたこと、そして通訳があったことを

良かった点として挙げていた。事前にオース トラリア

の医療や看護について学習 したことについては、シ ド

ニー大学での講義終了時には 「事前に学習 していたの 下

で、聞き覚えのある単語が出てきてわかりやすかった」

と半数以上の学生が言っていたが、最終的には1名 が
も

良かった点として挙げたのみであった。 しか し、後述

する研修の成果とあわせて検討すると、その必要性は

あると考えられる。また、語学力で学生を選考 してい

ない現状では、部分的な通訳は必要であると考えられ

る。改善 して欲 しい点では、7名 中6名 が期間をもう

少 し長 くして欲 しいと考えていた。

研修最終 日に学生が研修を振 り返 って、研修を通 し

て自分が変化 したことについて記述 した内容を分析 し

た結果、「オース トラリアや日本の看護に関する理解」、

「学習の姿勢や方法の違いに関する発見」、「自分自身

の学習態度に関する反省や気づき」、「人間的成長」、

「視野の広がり」、「将来への展望」 と 「語学力不足の

認識」の7因 子と 「その他」が抽出された(表4)。

この結果か ら、学生達は研修を通 して、単にオース

トラリアの看護を知 っただけでなく、我が国の看護に

対 して も興味を持ち、噺 しい知識を得ていたことがわ

かった。研修前にオース トラリアの医療や看護につい

て学習 していた際に、「これについて、 日本ではどう

だろう」という疑問がよく発せられていなことか らも、

「他」 を知 ることによって、自分たちのことに対する

興味が増 していたことが うかがえる。また、この段階

で生 じた疑問がプレゼンテーションのテーマにつながっ

ていたことから、準備の過程で日本の看護制度などに

ついて調べる機会を得ることとなり、新 しい知識を得

ることができたと考え られる。 また、研修期間中、病

院見学などを通 してオ一ス トラリアの医療や看護の実

際を知 る機会を得、その都度、日本と比較 しながら理

解 したり考えたりしたことが、オース トラリアの看護

だけでなく、 日本についても理解する良い機会となっ

ていたようである。

シドニー大学看護学部の学生 と一緒に授業に参加 し

た経験は、チュー トリアルという未体験の学習方法を

知るだけでなく、シ ドニー大学の学生の授業に対する

準備の状況や、授業への参加の仕方など、学習に対す

る姿勢について様々な発見をする機会 となっていた。

それ と同時に、今までの自分自身の学習に対する姿

勢を振 り返 り、問題点に気づいたり反省 したりする機

会とな っていたと考え られる。

さらに、研修を通 して様々な看護者と出会ったこと

や、日本以外の国について知 つたことで、視野が広がっ

たり、他の国への関心が引き起こされていたようであ

る。この様々な人々との出会いは、学生達にとって、

将来への希望や意欲、新 しい展望を抱 く機会にもなつ

ていたようだ。その他、7人 で1つ のプレゼンテーショ

ンを仕上げた経験、10日 間今までは親 しいつ きあいの

なかった学生と集団で行動 した経験など、研修を通し

た様々な経験が学生自身を成長 させる機会になってい

たようである。また、オース トラリア滞在中の経験か

ら、改めて、語学力が不足 していることを認識 してい

たようである。

4.学 生研修の評価

前述のような結果か ら、平成15年度の研修はシドニー

大学看護学部学生研修の目的を概ね達成 していたと評

価できる。また、研修の目的以外にも学生達には多 く

の成果があったと考えられる。昨年度の参加学生が研

修を終えて 「不備だと思っ た点」 として挙げていた事

項1)については、今年度の学生の反応の中には認めら

れず、改善できたと評価できる。今年度の学生研修の

成果 と昨年度の評価1)を比較すると、概ね同様の反応

であり、 この学生研修が学生にとって有意義な経験 と

なっていることがわかる。 このようなことか らも、学

生研修を継続 していく意義はあると考えられる。

今後の研修に向けては、チュ一 トリアルなど本学で

は導入 していない形態の授業を含めた複数の授業への

参加や、病院見学、交流会を継続できるよう調整 して

いく必要があると考え られる。また、通訳の必要性が

2年 連続で認められてお り、現在のように選考の基準

に語学(英 語)や 英会話の能力を設定 しない選考方法

を継続する間は、初日のオリエンテーションや病院見

学時の通訳は必須であると考え られる。今回の評価で

は学生研修の目的の1つ である 「オース トラリアの文

化を知 る」という点の達成については評価できなかっ

た。 この点 については次年度以降の研修に向けた検討

課題である。 さらに、研修期間について、昨年度の参

加学生の半数が、今年度の参加学生では7名 中6名 が、

「期間をもう少 し長 くして欲 しい」と希望 していた。

この2年 間の結果からは期間の延長を考慮することの

必要性が見いだせるが、期間の延長については、 シド

ニー大学に支払う研修費(現 行1週 間あたりA$500)

をはじめとする研修にかかる費用、学生が受けること



のできる補助金、参加学生が確保できる可能性、本学

での履修との関係など様々な点から、期間延長の可能

性や延長する場合どの程度の期間とするのかなどにつ

いて、慎重に検討 していく必要があると考える。

5.お わ りに

平成14年 度に引き続 き、平成15年 度もシドニー大学

看護学部における1週 間の学生研修を実施 した。今年

度の学生研修ではシドニー大学看護学部で開講されて

いる3科 目の講義とチュー トリアルに参加 し、2カ 所

の病院見学、 シドニー大学看護学部の学生や教員 との

交流会を実施 した。 その結果、本研修の目的である

「本学部が学術交流協定を締結 した シドニー大学看護

学部の学生との交流や、施設の見学などを通 して、オー

ス トラ リアの文化や医療、看護を知 り、国際的視野を

養 う」は概ね達成できたと評価できた。ただし、今回

の研修ではオース トラリアの文化を知 るという点につ

いては、学生の振 り返 りからは評価できなかつた。 こ

の点については次年度以降の研修に向けた検討課題で

ある。またこの研修は、学生達自身の成長の機会 とも

なっていることがわか り、研修の目的以外の成果 も評

価することができた。1週 間という短期間の研修であっ

ても、学生には有意義な研修であったことがわかった。

シ ドニー大学看護学部の担当者との最終日の打ち合わ

せでは、学生の積極的な参加態度を評価するコメント

があり、問題等の指摘もなく、来年度 も継続 して本学

からの研修の受け入れることを前提とした内容が話 し

合われている。今後の研修に向けては、チュー トリア

ルなど本学では導入 していない形態の授業を含めた複

数の授業への参加や、病院見学、交流会、オリエンテー

ションや病院見学時などの通訳を継続 して実施 してい

く必要がある。また、研修期間の延長を希望する声 も

あり、 この点についても検討 していく必要がある。

最後に、現在のところ、本学の研修に対するシドニー

大学看護学部からの正式な見解は示 されていないが、

2回 の研修には協力的であり、平成16年 度の研修に向

けて もプログラムの改善などを本学 と協議 して前向 き

に取 り組む姿勢が示されていること、2回 の研修で シ

ドニー大学看護学部の担当者と本学の担当委員会との

間に太いパイプができ今後の大学間交流を発展させて

い く基礎作りとなっていることなどか らも、本研修を

継続させてい く意義はあると考え られる。

謝 辞

今回の研修にあたり、学生の研修プログラムを調整 し

て くださり、研修期間中の学生の様々な活動について支

援 して くださ った シ ドニ一大学看護 学部Alumni&

Professional　 Relations　 OfficeのDirectorで あるMs.

Judith　Romanini、　 Ms.Romaniniの 補佐 と して学生

の活 動 を細 やか に援 助 して くだ さ ったMs.Nada

Dunda、 病院見学などの通訳を務めて くださったMs.

Taeko Rocheに 感謝申し上げます。 さ らに、研修の旅

行を取 り扱い渡航準備の説明等ご協力 くださいました近

畿 日本ツー リス ト名古屋教育旅行支店渡辺泰三氏、牛島

美由紀氏、シドニーに同行 して くださった尾崎伊都子助

手、学生研修のための事務手続きをはじめ学生研修を支

えて くださいました看護学部事務室の皆様に深謝申し上

げます。

今回の学生研修は、名古屋市立大学(大 学間交流学生

派遣費用旅費補助金)と 名古屋市立大学後援会か らの補

助を受けました。

文 献

1)森 雅美,河 合洋子:シ ドニー大学看護学部での

本学学生の研修一平成14年 度研修に対する参加学

生の評価について一,名 古屋市立大学看護学部紀

要,4,41-48,2004.

(受稿 平成16年10月15日)

(受理 平成16年12月7日)


